
2020(令和２)年度事業報告

2020(令和２)年４月１日から2021(令和３)年3月31日まで 

特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

1 事業実施の方針 

世界中に広がっている新型コロナウイルス感染症の影響により、これまでの迅速に現地入りする被災地支援

の在り方が根本から問われている。こうした状況を予測し、年度初めより JVOAD では災害対応ガイドラインや

避難生活サポートブックの作成を行い、RSYはその主導的な役割を果たしてきた。しかし、令和2年7月豪雨で

は、第 2 波と言われる感染拡大が顕著になった時期とも重なり、県外からの支援は想像以上に困難を極め、現

在も影響は続いている。一方で、この地域での災害への対応策として、地元ネットワークが平常時から機能し

ていることの重要性が改めて浮き彫りになる中、NPO同士が互いの現状と課題を情報共有し、行政・社協・企業

など多様なセクター間との連携で課題解決を図る「NPOおたがいさま会議」を立ちあげて、広範な関係機関や団

体等に広く参加を呼び掛け、3月末までに37回の開催を数えた。 

東日本大震災については、2021年3月で10年となった。被災者の暮らしの再建は、まだ途上にあるなかで、

被災者と被災者を支えた支援者の経験や思いを形にして残す節目としては重要な機会であった。特に、原発事

故を抱えた福島県では、処理水の問題や廃炉作業に30～40年かかるとされるなど、課題山積の状態に変わりは

ない。特に、広域避難者にとってみれば、この間の支援策はほぼ帰還政策に集約される中、個々の抱える課題

は、ますます家族や地域の分断の傷跡が色濃く残ったまま、深刻化・個別化・複雑化している。そして、宮城県

七ヶ浜町での継続的支援は、住民からの支持はあったものの、2021年度以降の復興予算の見通しが立たない中、

また企業からの寄付も十分の一程度に激減しており、「みんなの家きずなハウス」での活動は、今年度限りとす

ることを町との協議を経て決め、3月13日には閉所式を行った。愛知県への県外避難者支援は、愛知県被災者

支援センター運営業務を通じ、岐阜県・三重県への避難者支援は、福島県民の生活再建支援（帰還支援含む）と

交流事業を継続し、孤立・孤独防止を軸に、引き続き丁寧な支援を実施した。なお、2021年度以降も継続され

る見通しで、その準備も進めている。 

平常時の活動においても、三密を避けるなど、必要な感染防止策を徹底しつつも、様々な防災啓発活動が中

止となる等手探りが続いた。 

2 事務局体制 

【名古屋事務局】専従職員4名、嘱託職員5名、アルバイト3名 

【七ヶ浜みんなの家きずなハウス】嘱託職員1名、アルバイト2名（現地採用） 

【愛知県被災者支援センター】派遣嘱託職員1名、派遣アルバイト4名 

3 事業の実施に関する事項 

（1） 特定非営利活動に係る事業

被災者支援事業 

事業名 主体・協働先 事業内容 

緊急救援 RSY 

令和2年7月豪雨 

■八代市社協へトイレカーの貸与 (7月19日～12月23日) コ

ーディネート■おたがいさまパック（438パック）提供■人吉

市サロン応援品提供(300名分・震つなと連携)■被災地の現状

を知るオンライン報告会（8月8、28日、10月9日、11月12

日、2月18日開催）開催■水害冊子送付(1490 冊・震つな)■

火の国会議（熊本県情報共有会議）への参加、各種ノウハウの

提供ほか

福島県沖の地震

■七ヶ浜スタッフの安否確認・きずなハウスの確認（いずれも

被害なし）、顔の見える七ヶ浜住民・広域避難者への声掛け

■先遣隊の派遣・現地入りの技術系NPOの調整・ブルーシート

展張講習会の支援ほか（JVOAD・震つな）



 

「うるうるパック」発送 

災害ボランティア

活動支援プロジェ

クト会議（支援P） 

■資機材倉庫活用事業（３NPO・震つなとの物資管理を含む） 

■台風19号で被災した長野県にうるうるパック2000パック発送 

6月25日：1200パック 

8月6日：800パック 

■水害で被災した山形県にうるうるパック600パック発送。 

8月12日：山形市、村山市、河北町、大石田町（400） 

8月19日：中山町、大蔵村（200） 

■熊本県に3940パック発送 

11月6日：山江村（60）、相良村（120）、津奈木町（120） 

11月8日：人吉市（500）、あさぎり村（40） 

11月15日：芦北町（200）、球磨村（400） 

11月19日：八代市（1000） 

12月25日：人吉市（1500） 

3月12日：芦北町（500） 

七ヶ浜町基本支援 RSY 

■みんなの家きずなハウスの運営（駄菓子・ボーちゃん焼き

の販売、コミュニティスペースの運営） 

■外部支援者の受け入れ・コーディネート 

■町民の交流・活動サポート 

6月29日/藍の定植 

7月20日/アサガオのグリーンカーテン定植 

8月2日/ファームガーデン樹名板取りつけ 

9月16日/松ヶ浜地区住民による、おたがいさまパック用 

マスクづくり協力 

10月14日、12月2日/藍の乾燥葉染めＷＳ 

10月15日/亦楽小学校校外学習受け入れ 

11月6日/松ヶ浜小学校「GoTo SHICHIGAHAMA！」受け入れ 

2月27日、28日/生涯学習フェスティバル出展 

3月13日/きずなハウス閉所式 

3月14日～31日/ありがとうキャンペーン開催@きずなハウス 

■RSY・JCN合同企画「Voice from 3.11」つながりの集い開催

（1月11日） 

「心の復興事業」 

★七ヶ浜町補助金事業 
RSY 

■支え合いと震災の風化防止活動を通した交流促進事業 

5月20日/第１回『なじょだべパック』配布/町内災害公営住

宅全204世帯 

6月17日～19日/第2回『なじょだべパック』配布/町内災害

公営住宅及び高台住宅団地全396世帯 

ほか、ちゃせご、きずな食堂、出張きずなハウス、きずなハ

ウス通信、メモリアルイベントなど 

9月25日/ジェルキャンドル作りWS＠菖蒲田浜災害公営住宅 

10月16日/ジェルキャンドル作りWS＠吉田浜災害公営住宅 

（出張きずなハウス内イベント） 

10月10日/きずな食堂＠松ヶ浜 

11月21日/菖蒲田浜地区ぼっけ収穫祭協力 

12月6日/わたしの遺産探しフィールドワーク実施 

1月17日/笹山ちゃせご 

3月14日/きずなＦプロ紙芝居動画撮影＆DVD制作 

6月～10月毎週金曜/出張きずなハウス/計17回 

東日本大震災関連 

ネットワーク 
 

■東日本大震災支援全国ネットワーク(JCN)への参画「Voice 

from 3.11」実行委員長・実行委員、1月11日つながりの集い

in七ヶ浜、2月11日みんなの集い3月18日、25日それぞれの

集い、「県外避難者支援」地域巡回員（担当県：愛知県、岐阜

県、三重県、静岡県） 

■愛知県被災者支援センター(愛知県委託事業/事務局担当) 

■東日本大震災被災者支援ボランティアセンターなごやへの

参画（運営会議への参加） 

 



県外避難者支援 RSY
愛知県被災者支援センター業務・福島県受託事業の運営、活

動を通じて繋がった被災者を対象に、サロン活動など。

福島県県外避難者への

相談・交流・説明会事業 

ふくしま連携復興

センター 

■福島県から岐阜・三重の２県に避難している方の帰還や定住

等の生活再建に向けた相談窓口の開設。(平日10：00～18：00) 

4～3月相談件数20件、ADR申立て,家庭問題,帰還について等 

■避難先での交流会,相談会の開催：7月26日 岐阜甲状腺検診

会（於：みどり病院、避難者9世帯27名参加。） 

福島県ふるさとふくし

ま交流・相談支援事業 
★福島県補助金事業 

RSY 

■岐阜・三重県に避難している世帯への戸別訪問,出張相談。

（6～2月,岐阜県3世帯訪問、三重県4世帯,内1世帯訪問, 

3世帯出張相談。） 

■福島県内 交流相談会の開催（２回） 

場所：福島市コラッセふくしま５Ｆ 

参加避難者：9/20(日)6世帯13名、11/22(日)7世帯14名。 

応急仮設住宅における

地域コミュニティ支援

と地元支援者の育成事

業（北海道支援） 
★震つな復興基金助成事業

(昨年度から継続） 

RSY 

■むかわ町内仮設住宅の談話室を活用し、入居者をはじめとす

る地元住民主体の取り組みを目指す交流企画の運営サポート。

■北海道足湯隊の活動サポートを行いつつ、足湯ボランティア

の質の向上を目指す。7月26日オンライン勉強会開催し、札幌

市・苫小牧市の足湯ボランティア19名参加。 

避難所および在宅避難

者の生活再建を支える

コミュニティ支援事業 
★ﾎﾞﾗｻﾎﾟ台風19号助成金事

業(昨年度から継続） 

RSY 

■これまでの支援を通じて信頼関係がある豊野公民館（自主避

難所）の７世帯と在宅避難者１世帯（計８世帯）に対する継続

的な仮設住宅・在宅への個別・電話訪問、マスクや消毒液など

の提供、集いの場づくり、近隣住民による見守り体制づくり■
豊野区地域支援拠点「まちの縁側ぬくぬく亭」運営サポート■
ながの足湯隊の活動サポート■りんご農家への収穫支援（コロ

ナのため中止）■りんごを買って被災地を応援しよう！（29名

が参加）■ぬくぬく亭フェスタ（3月20～21日）参加見送り

周年 RSY・各地の被災地 

■東海豪雨20年企画「東海豪雨20周年記念イベント・重度

障がい児者の豪雨被災」企画・運営（会場/リモート合わせて

47名参加。9月11日）■阪神・淡路大震災(1月)コロナ禍で

現地へは行かず■東日本大震災等(3月)の行事（七ヶ浜町追

悼式への来賓参加）

復興支援 RSY ■被災地復興イベント支援■被災地と被災地をつなぐ。

東日本大震災犠牲者追

悼式（名古屋市内で実

施） 

東日本大震災犠牲

者追悼式あいち・

なごや実行委員会 

実行委員会に参画。2021年3月11日は、名古屋普選記念壇

（鶴舞公園）にて実施（動画配信）1000名 

ぼくの夢、わたしの夢 

（FOR子ども支援基金） 
RSY 

東日本大震災で、東海3県に避難している子どもたちの叶え

たい夢を応援する活動。将来の夢について作文を募集し、入

選者には、その欲しいものを届け、その後の活用の様子など

をレポートしてもらう企画。5回目（最終）。なお、コロナ禍

対応として岐阜県・三重県を対象に新学期応援企画を実施。 

県外避難の子どもたち

の声を聴き、これからの

成長を応援する事業 
★Yahoo!基金事業 

RSY 

東日本大震災で、東海3県に避難している子どもたち対象に

アンケート調査を実施。【コロナ禍対応で活動延長が認めら

れ、子どもたちの声を集めた冊子作成とフォーラム実施は次

年度予定】 

「避難生活改善チーム」

人材育成プログラム 

★WAM
RSY 

※コロナのため予定していた事業内容を変更して実施 

■新型コロナウイルス感染症避難生活お役立ちサポートブッ

クの作成（第3版）■避難所におけるコロナ対策動画制作■
ヒアリングの実施■研修会の実施（2月28日103名参加、3

月7日72人参加／オンライン）

コロナ禍緊急対応「NPO

おたがいさま会議」 
RSY 

■RSY保管の不織布マスク（約4.5万枚）を会員等の福祉・

医療関係団体に寄贈、N95マスク（約2.7万枚）を愛知県・

岐阜県等に寄贈。■コロナ禍でNPOおよびその受益者、特に

社会的弱者が最も深刻な状況に陥っている状況から、NPOと

多様な支援セクターとをつなぎ課題解決をめざして「NPOお



たがいさま会議」を毎週火曜日に開催。会議の受け皿とし

て、県・市・社協の協力も得て、コア会議を毎週本会議後に

開催。■物資提供実績：のわみ相談所、ささしまサポートセ

ンター、徳林寺、つなしょ、外国人留学生（専門学校生）、さ

さしま共生会、オアシス 

調査研究･出版事業
事業名 主体・協働先 事業内容 

大学連携 名古屋大学 名古屋大学減災連携研究センター社会連携推進会議委員

大学連携 名古屋工業大学
高度防災工学センターとの連携事業、NPO法人達人塾ネット

への参画など

人材交流・ネットワーク推進事業
事業名 主体・協働先 事業内容 

会員寄附拡大 RSY 
賛助会員、寄附者拡大施策。ボランティアの拡大も含む 

認定NPO再認定（令和7年3月末まで有効） 

RSYボランティアDAY RSY 

RSY企画の実施時に、ボランティア活動していただいた実績 

（うるうるパック化事業等） 

7月6日/大口町倉庫/8名/うるうるパック化作業 

7月9日/大口町倉庫/10名/うるうるパック化作業 

7月11日/ナナちゃん人形前/20名/街頭募金 

7月12日/ナナちゃん人形前/10名/街頭募金 

8月5日/大口町倉庫/2名/おたがいさまパック化作業 

8月11日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

8月12日/大口町倉庫/5名/うるうるパック化作業 

8月18日/大口町倉庫/4名/おたがいさまパック化作業 

9月2日/大口町倉庫/4名/おたがいさまパック化作業 

9月20日/大口町倉庫/8名/おたがいさまパック化作業 

10月24日/大口町倉庫/5名/おたがいさまパック化作業 

11月2日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

11月6日/大口町倉庫/6名/うるうるパック化作業 

11月8日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

11月16日/大口町倉庫/5名/うるうるパック化作業 

11月17日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

11月30日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

12月11日/大口町倉庫/4名/うるうるパック化作業 

12月22日/大口長倉庫/7名/うるうるパック化作業 

3月10日/大口町倉庫/8名/うるうるパック化作業 

3月12日/大口長倉庫/6名/うるうるパック化作業 

名古屋ネット 名古屋市など 

■なごや災害ボランティア連絡会／なごや防災ボラネット参

画■なごや環境大学教育講座実施■三者合同研修企画参画(1

月31日)■名東倉庫資機材分散管理 12月5日北東（東・千

種・守山・名東）ブロック、12月12日南東（緑・瑞穂・天

白・昭和）ブロックの作業実施。2月20日北西（中・西・

北・中川）ブロックの作業実施。南西ブロック（熱田・南・

港・中川）は調整中。■名古屋市職員研修受入【今年度はコ

ロナで中止】

愛知県ネット 愛知県など 

■愛知県防災会議・同幹事会出席■防災のための愛知県ボラン

ティア連絡会・定例会議出席■あいち防災協働社会推進協議会

定例会出席■県二年目研修生受け入れ【今年度はコロナ中止】 

岐阜県ネット 岐阜県など 

■岐阜県災害ボランティア連絡会出席■清流の国ぎふ防災･減

災センターコーディネータ委嘱■コーディネータ会議■げん

さい楽座への参画■岐阜県防災リーダー育成研修講師等

東海圏ネット 
静岡県ボランティ

ア協会など 
【今年度はコロナで中止】 

全国ネット 
全国の NPO・NGO・

社協・企業など 

■東日本大震災支援全国ネットワーク(JCN)代表世話人■災害

ボランティア活動支援プロジェクト会議(支援P)委員（JVOAD



として幹事）■震災がつなぐ全国ネットワーク(震つな)事務

局担当・代表・事業担当■NPO法人全国災害ボランティア支

援団体ネットワーク（JVOAD）代表理事・運営委員・避難生活

改善に関わる専門委員会担当 

NPOネット 名古屋市内NPO等 中間支援NPOなどとの交流・連携。 

中日サバイバルキャンプ 

中日新聞事業部 

監修、運営補助。10月31～11月1日・豊川市役所駐車場及

び豊川市防災センター。11月28,29日フィールドスタイル

出展協力 

あそぼうさいまなぼうさい 

RSY 

子ども・家族連れ向け防災イベントを大型SCや公園で開催 

なごや環境大学事業（10月11日、11月7日。戸田川緑地で実施） 

みどり災害VNWに協力【今年度はコロナで中止】 

海でつながるプロジェ

クト2020 
蒲郡市 

蒲郡市のボートレース場で行われる近隣住民むけ家族防災

イベントの防災コーナーを担当【今年度はコロナで中止】 

多文化防災ネットワーク 多文化防災ネットワー

クあいち・なごや 

愛知・名古屋の災害時の外国人支援について、学び、連携

を強化していく活動参加 

社会見学・学生インタビュ

ー、インターン受け入れ RSY 

中学生の社会見学、高校生インターン、大学生インターン

受入れ【今年度はコロナでほぼ実施なし】■名古屋経済大学

高蔵高校生受け入れ(3月9、11日。2名) 

養成講座・研修事業 
事業名 主体・協働先 事業内容 

みずから守るプログラム 愛知県 

市町村自治会からの依頼により避難行動訓練や手作りハザ

ードマップの作成などを受託し、伴奏支援する 

手づくりハザードマップ事業：安城市三ツ川町内会から依

頼。9月19日まち歩き、10月25日マップ確認作業実施 

大雨行動訓練：安城市小川町内会から依頼。次年度に延期 

災害ボランティア支援

職員スキルアップ研修 
岐阜県 

災害ボランティアセンターの運営業務をサポートする「災害

ボランティア支援職員」養成講座運営。(6月11、17日実

施）スキルアップ研修（10月12日実施）、災害ボランティア

コーディネーター研修（2月17日・19日実施） 

中学校防災講演会 大府市 市内中学校4校を対象とした講演会【今年度はコロナ中止】 

中学生防災講座 名古屋市南区 

区内中学校3校を対象とした防災講座（10月15日南光中

／10月30日新郊中／11月9日明豊中）企画・運営。名古

屋みなみ災害ボランティアネットワークと連携 

地域防災リーダー養成講座 清須市 地域防災リーダー養成講座【今年度はコロナ中止】 

防災ネットきずこう会

支援 
高浜市 

■事業者向け防災対策の推進、防災リーダー養成講座。防災

リーダー養成講座・基礎編10月18日実施■公民館5カ所を

対象にした新型コロナウイルス避難所運営訓練7 月 15 日実

施。■高浜小学校を対象とした「みんなで考える避難所づく

り」初動対応のための指示書、感染予防のゾーニングレイア

ウトの作成（1月13日、3月4日、3月26日） 

災害ボランティアコー

ディネーター養成講座 
瀬戸市 災害ボランティアに関わる講演会、WS（10月3日） 

地区防災計画策定支援 

モデル事業 
安城市 

地区防災計画マニュアルの作成（検討委員会5回、成果物の

作成） 

減災まちづくり研究会

運営支援 
安城市 

減災まちづくり研究会の企画・運営 

運営委員会開催、コロナ禍チェックシートの作成【今年度は

コロナ規模縮小】 

地域防災リーダー育成講座 岐阜県岐南町 地域防災リーダー養成のための講演会 

各務原市防災ひとづく

り講座 
岐阜県各務原市 

地域の防災リーダーの養成（講演・ＷＳ）（10月25日、11月

14・15・29日）企画・運営。コロナで開催時間を短縮 

災害VC 養成・フォロー

アップ講座 
名古屋市 

災害ボランティアコーディネーター養成講座31期(9月27日、

10月4、11日実施)・32期(1月31日、2月6，7日実施）、 

フォローアップ講座(12月20日) 

避難所開設運営訓練支援 日進市 【今年度はコロナで中止】 



避難所における感染防

災対策等 
愛知県 

避難所における新型コロナ感染症の対応訓練。6月24日みよ

し市、7月1日弥富市、9日阿久比町の3会場で実施 

コロナ禍における避難

所対応 
長久手市 

8月14日・24日長久手小学校にて、職員向け避難所における

新型コロナウイルス感染症の対応訓練。マニュアルの監修 

コロナ禍における避難

所対応 
碧南市 

8月20日碧南市東部プラザにて、職員向け避難所における新

型コロナウイルス感染症の対応訓練 

コロナ禍における避難

所対応 
大口町 

9月20日職員向け避難所における新型コロナウイルス感染症

の対応訓練 

コロナ禍における避難

所対応 
米原市 

9月7日民啓発用動画の撮影、9月16日職員・地域住民向け

避難所における新型コロナウイルス感染症の対応訓練 

防災啓発動画作成 豊田市 
地域住民向けの防災意識向上のための啓発動画作成のための

講演会。動画サイトでの限定公開とDVD化。1年限定使用 

福祉施設BCP作成 日本福祉協議機構 

福祉施設BCP作成のための職員向け講演会・モデル施設での

訓練の実施。コアメンバーとなる防災チームのBCP作成スキ

ル向上のためのサポート（次年度継続） 

名古屋Shake Out 
名古屋Shake Out

実行委員会 

周辺の産官学民の有志が集い、Shake Out防災訓練を実施。

【今年度はコロナで参集イベントはなし】 

違いを共に生きる・ﾗｲﾌﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ 愛知淑徳大学 講師受託【コロナ対応でVTR提出】 

災害時活動支援論 愛知淑徳大学

災害時も平常時も、困っている人を見つけ、自分にできるこ

とを考え、周囲と協働しながら解決のために行動に移せる意

欲と具体的な方法を身に着けるためのオンデマンド授業の実

施（15コマ）【演習はコロナで中止】 

ボランティア論 同朋大学

ボランティアの概念や歴史などを通して、ボランティアの基

本原則などの理解を深め、特定非営利活動促進法によるNPO

法人などに期待された役割や日本のNPOの実態について概説

する。(9月4日開講。全15コマ) 

広報関連事業 
事業名 主体・連携先 事業内容 

あるある(機関紙) RSY 
年6回発行。ボランティアによる「編集会議」実施（週一

回）。会員、その他関係機関などを対象に約600部。 

Web RSY ブログ、ツイッター、フェイスブックによる情報発信 

各種委員会・検討会等
依頼元 内容 

内閣府等 

■防災教育チャレンジプラン実行委員会■中央防災会議災害対策標準化推進ワー

キンググループ(栗田)■防災ボランティア活動における行政・NPO・ボランティア

等の三者連携・協働に関する検討会（座長代理）、防災教育・周知啓発WG（災害ボ

ランティアチーム・座長）、総務省「大規模災害からの被災住民の生活再建を支援

するための応援職員の派遣の在り方に関する研究会」（JVOADとして栗田）

愛知県 

■防災のための愛知県ボランティア連絡会(栗田・浜田) ■愛知県防災対策有識者

懇談会(栗田) ■あいち防災協働社会推進委員会(栗田)■愛知県防災会議（栗

田）・同幹事会(浜田) ■愛知県防災人材のあり方検討会(栗田) ■愛知県みずから

守るプログラム有識者会議委員(栗田)

岐阜県 

■清流の国ぎふ 防災・減災センターコーディネータ（栗田）

■岐阜県災害ボランティア連絡会･岐阜県災害ボランティア連絡調整会議・岐阜県

災害ボランティア総括コーディネータ（栗田）

■関市災害ボランティア連絡調整会議（浦野）

名古屋市 

■なごや災害ボランティア連絡会(栗田・浜田) ■地域福祉に関する懇談会（栗

田）■交通問題調査会委員（浜田）■名古屋市地域強靱化計画の見直しに関する

有識者懇談会（浦野） 

広島県 避難行動につながる避難所環境等検討会（浦野） 

安城市 雨水マスタープラン策定審議会（浜田） 

岐阜県美濃加茂市 みのかも定住自立圏第３次共生ビジョン懇談会委員（栗田） 

名古屋環境大学 活動サポートチーム委員（浦野） 

名古屋市みどりの協会 戸田川賢人会委員（浦野） 



※講演会講師派遣（約100箇所）、マスコミ取材（中日新聞・東京新聞（紙つぶて連載を含む）・読売新聞（私の防

災ノート連載を含む）・朝日新聞・毎日新聞・河北新報・NHKテレビ･ラジオ・東海テレビ・CBCテレビ･ラジオ・

メーテレ・中京テレビ・TV愛知ほか） 

収益活動に係る事業

事業名 事業内容 

印刷代 輪転機・コピー機の有料使用 

書籍販売 冊子「避難所運営の知恵袋・改訂版」、震つなブックレット等の販売 

物品販売 耐震DVD/防災紙芝居の販売。七ヶ浜きずなハウス/オリジナルグッズの販売。 

防災用品の開発・販売 防災グッズ(じしんだゾウさんてぬぐい、紙ぶるる等) 

会議の開催に関する事項

会議名 日程 時間 場所 議題

総会

通常総会 6月27日 15:00～16:00 久屋事務所 ① 2019(令和元)年度事業報告の承認 
② 2019(令和元)年度決算報告の承認 
③ 2020(令和２)年度事業計画の議決 
④ 2020(令和２)年度予算の議決 

理事会

第1回 
理事会

6月11日 19:00～21:00 久屋事務所 ① 2019(令和元)年度事業報告案・決算案 
② 2020(令和２)年度事業計画案・予算案 

第2回 
理事会

9月18日 19:00～21:00 久屋事務所 ① 事業進捗報告、予算執行状況

② 各理事からの近況報告

第3回 
理事会

12月18日 19:00～21:00 久屋事務所 ① 事業進捗報告、予算執行状況

② 各理事からの近況報告

第4回 
理事会

2021年 
3月19日 

19:00～21:00 久屋事務所 ① 事業進捗報告、予算執行状況

② 賞与・人事について

評議員会

第1回 
評議員会

2021年 
2月19日 

19:00～20:00 久屋事務所 ① 事業進捗報告、予算執行状況

② 評議員各位よりご意見・ご助言

愛知県社協 市町村社協災害対応支援部会(浜田) 

中央共同募金会 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議委員(浦野)・幹事（JVOADとして栗田） 

静岡県ボランティア協会 南海トラフ巨大地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会（浦野） 

日本災害復興学会 理事（浦野） 

浜松医科大学 
令和元年度厚生労働科学研究「災害発生時の分野横断的かつ長期的なマネジメント

体制構築に資する研究」協力者（浦野） 

非常勤講師
依頼元 内容 

至学館大学 人間力形成Ⅵ（災害・救援系）(栗田) 
岐阜大学 防災リーダー育成講座（栗田）

愛知淑徳大学 地域文化1（日本）（栗田） 
同朋大学 ボランティア論（代表者・栗田）

被災地スタディツアー事業
事業名 主体・連絡先 事業内容 

スタディツアー RSY 1.17阪神・淡路大震災【今年度はコロナで中止】 




